
研究概要

国立がん研究センター 橋渡し研究推進センター支援研究シーズ

1. iPS 細胞から分化誘導したミエロイド系細胞に 3 つの遺伝子を導入することにより、サイトカインを用いて増殖制御が可能な

DC様の抗原提示細胞を構築した。

2. DC 分化誘導・成熟過程など煩雑な操作を必要とせず、機能的に安定したDC様の抗原提示細胞を大量に提供できる為、今日の

DC療法が抱える患者採血の負担、DC機能不安定性、及びコストの問題を克服する。

3. がん抗原提示に関与しない HLA遺伝子をゲノム編集で破壊している為に汎用性に優れる。
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✓ 細胞内がん抗原を標的にできるために、キメラ抗原受容体（CAR）-

T細胞療法が適応とならないがんの治療に広く応用可能である。

✓ がん組織内に T 細胞浸潤を誘導する為に、免疫チェックポイント阻

害剤抵抗性のがん治療に応用できる。

✓ 製薬企業が提案する標的がん抗原を搭載した抗原提示細胞の製剤化

が可能である。
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1 . 分化誘導に要する操作性の問題を克服
2 . ⼤量のiPS細胞を分化誘導するための原材料コストを抑える。
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【研究背景】

樹状細胞（DC）は、免疫応答を促進する為のアクセルと

なる分子を多数発現し、T細胞を刺激するのが最も得意な

細胞である。この DCにがん抗原を負荷して投与する細胞療

法は優れた効果が期待できる治療法の 1つである。

しかしながら、患者採血により充分量の DC前駆細胞が得

られないこと、品質不安定性に起因して、安定した効果が

得られていないのが現状であり、自家 DCに代わる新たな細

胞製剤の開発が期待されている。

【研究開発内容】

他家 iPS細胞からサイトカイン依存性に増殖可能であり、

自家 DCよりも優れた臨床効果を発揮する DC様抗原提示細胞

を構築した。

本システムのメリットを以下に示す。
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